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▼
令
和
6
年
本
部
元
旦
祭
に
つ
い
て

　

1
月
1
日
午
前
5
時
よ
り
つ
と
め
ら
れ
ま
す
。
昇
殿
参
拝

の
規
制
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

▼
令
和
6
年
大
教
会
元
旦
祭
に
つ
い
て

　

1
月
1
日
午
前
10
時
よ
り

　
　
　

大
教
会
直
轄
信
者
に
て
お
つ
と
め
頂
き
ま
す
。

 

▼
て
を
ど
り
勉
強
会
に
つ
い
て

　

左
記
の
通
り
、
て
を
ど
り
勉
強
会
開
催
届
を
受
理
致
し
ま

し
た
。

　

12
月
3
日
開
催　
　
　

百
光
分
教
会

　

1
月
8
日
開
催　
　
　

大
倭
分
教
会

　

2
月
4
日
開
催　
　
　

天
與
分
教
会

▼
教
人
資
格
講
習
及
び
教
会
長
資
格
検
定
講
習
に
つ
い
て

　

1
月
の
教
人
資
格
講
習
及
び
教
会
長
資
格
検
定
講
習
は
開

講
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
1
月
始
業
の
修
養
科
生
事
前
研
修
　

　
　

1
月
5
日　

午
後
2
時
よ
り
開
始

　

令
和
6
年
1
月
始
業
の
修
養
科
に
志
願
さ
れ
る
方
は
、
1

月
5
日
午
後
2
時
ま
で
に
大
教
会
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

　
（
事
前
研
修
に
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

　

尚
、
修
養
志
願
の
願
書
は
、
例
年
通
り
12
月
24
日
ま
で
に

大
教
会
事
務
所
に
提
出
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
教
養
掛

　

11
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

11
月
27
日
よ
り

　
　

藤　

井　

義　

雄
先
生　
　
　

松　

田　
　

実　

先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す

　

12
月
15
日
よ
り　
　
　
　
　

12
月
27
日
よ
り

　
　

奥　

田　

雅　

則
先
生　
　
　

松　

浦　

道　

隆
先
生

　
　

お
つ
と
め
く
だ
さ
い
ま
す

▼
お
節
会
餅
焼
き
ひ
の
き
し
ん
の
お
願
い

　

今
年
も
あ
と
一
ヶ
月
と
な
り
、
お
節
会
の
時
期
も
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通
り
餅
焼
き

ひ
の
き
し
ん
を
お
つ
と
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。
人
数
に
つ
き
ま
し
て
は
後
日
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

日　
　

時　
　

1
月
5
日
（
金
）
～
7
日
（
日
）

集
合
時
間　
　

毎
日
午
前
8
時
45
分

集
合
場
所　
　

餅
焼
き
場

－ 1－
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服　
　

装　
　

ハ
ッ
ピ
着
用

持　
　

物　
　

軍
手
・
タ
オ
ル
（
灰
が
立
ち
ま
す
の
で
頭
に

　
　
　
　
　
　

か
ぶ
る
物
）

＊
各
教
会
の
割
り
当
て
は
次
の
通
り
で
す
。

5
日　

織　

田
・
天　

満
・
磯　

城
・
櫟　

本

　
　
　

家　

城
・
戒　

場
・
旭　

道
・
大　

倭

　
　
　

高　

天　
　
　
　
　
　
（
松
浦
道
隆
・
藤
井
義
雄
）

6
日　

西　

紀
・
朝　

和
・
竹
ノ
宮
・
斑　

鳩

　
　
　

天　

與
・
大
野
美
・
旭
乃
井
・
吉　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
弘
幸
・
村
井
和
正
）

7
日　

直　

轄
・
十
津
川
・
神　

菅
・
増　

田

　
　
　

旭
陽
都
・
城　

久
・
鷲　

尾
・
旭　

波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
辻　
　

真
・
庄
司
雅
則
）

　

責
任
者
（
カ
ッ
コ
内
の
先
生
）
は
午
前
8
時
15
分
ま
で
に

現
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
お
節
会
の
団
体
入
場
願
に
つ
い
て　

　

お
節
会
の
団
体
入
場
を
希
望
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
必
ず
12

月
24
日
ま
で
に
左
記
事
項
に
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

・
団
体
名　

・
人
員　

・
責
任
者
名

　

・
交
通
機
関      　
　
（
JR
・
近
鉄
・
バ
ス
・
マ
イ
ク
ロ
等
）

　

・
到
着
日
時
間
（
お
せ
ち
受
付
に
到
着
す
る
時
間
）

　

又
、
宿
泊
さ
れ
る
場
合
は
前
も
っ
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

後
日
入
場
証
を
お
渡
し
致
し
ま
す
。

▼
令
和
6
年
心
定
め
に
つ
い
て

　

今
月
の
連
絡
報
に
同
封
致
し
ま
す
の
で
、
12
月
24
日
ま
で

に
、
大
教
会
事
務
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
年
始
の
別
席
・
基
礎
講
座
取
り
扱
い

　
　

別
席

　
　
　

12
月
28
日
よ
り
1
月
1
日
ま
で
休
み

　
　

※
年
始
に
初
席
を
運
ば
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

庄
司
道
治
（
0 

9 

0 

8 

8 

8 

2 

5 

9 

0 

7
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
　

基
礎
講
座

　
　
　

12
月
28
日
よ
り
1
月
4
日
ま
で
休
み

▼
天
理
教
婦
人
会
旭
日
支
部
第
89
回
総
会
開
催
ご
報
告
。

　

去
る
11
月
5
日(

日)

旭
日
大
教
会
に
て
婦
人
会
旭
日
支

部
第
89
回
総
会
を
無
事
に
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
大
人

249
名
、
子
供
20
名
で
し
た
。

▼
教
祖
祭
・
婦
人
会
例
会

　

来
年
1
月
の
教
祖
祭
は
1
月
9
日
（
火
）
午
前
10
時
よ
り

つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
婦
人
会
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

－ 2－
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十  

二  

月  

月  

次  

祭  

役  

割  

表

※
月
次
祭
は
9
時
よ
り
執
行
さ
れ
ま
す

－ 3－

祭

主

大

教

会

長

扈

者

村

井

良

昭

𠮷𠮷

田

雅

彦

賛

者

南

本

晃

成

村

井

和

正

指

図

方

池

田

満

献

饌

長

池

田

満

岩

﨑

芳

和

辻

茂

松

田

清

重

𠮷𠮷

田

雅

彦

藤

井

義

一

木

下

裕

司

奥

村

孝

文

久

保

善

宣

伝

供

岡

本

孝

雄

南

本

晃

成

辻

真

山

本

弘

幸

松

浦

道

隆

藤

井

義

雄

村

井

和

正

山

本

信

一

庄

司

博

松

田

誠

藤

井

孝

夫

山

本

幹

夫

松

田

悟

大

野

光

芳

八

足

南

本

晃

成

山

本

弘

幸

松

浦

道

隆

田

中

雄

治

庄

司

雅

則

村

井

和

正

庄

司

雅

一

田

中

正

良

◎
庄

司

道

治

山

崎

信

宜

(琵)

(箏)

森

下

豊

美

田

朋

英

関

真

次

岩

崎

真

一

楽

人

木

村

直

明

田

中

雄

治

庄

司

雅

則

村

井

道

弘

(太)

(鉦)

西

岡

道

治

松

田

信

次

◎
松

田

拓

道

田

中

正

寿

（
太
食
調
）

俣

野

明

治

井

原

孝

仁

東

田

光
太
郎

松

田

実

山

村

法

生

奥

田

雅

則

小

奥

慶

治

西

岡

優

岩

崎

貴

史

岩

崎

満

庄

司

裕
美
子

松

田

道

和

(鞨)◎
村

井

諭
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座
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前
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司
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大

教

会

長

池

田

満

岡

本

孝

雄

𠮷𠮷

田

一

郎

村

井

良

昭

木

村

直

明

て
を
ど
り

岩

崎

芳

和

山

崎

信

宜

松

浦

道

隆

会

長

夫

人

南

本

サ
ツ
ヱ

藤

井

綾

子

松

田

鈴

子

松

田

和

代

関

薫

吉

田

恵

子

木

村

昌

子

岡

本

愛

笛

森

下

豊

南

本

晃

成

村

井

和

正

チ
ャ
ン
ポ
ン

辻

茂

山

本

弘

幸

山

本

信

一

拍

子

木

久

保

善

宣

俣

野

明

治

井

原

孝

仁

太

鼓

庄

司

道

治

岩

崎

真

一

松

田

信

次

す

り

鉦

藤

井

義

一

小

奥

慶

治

山

本

幹

夫

小

鼓

関

真

次

庄

司

雅

則

庄

司

博

琴

山

村

美

恵

森

下

由
紀
子

岩

崎

千

鶴

三

味

線

辻

左
知
子

坂

本

み
さ
子

松

浦

葉

子

胡

弓

庄

司

典

子

奥

村

は
る
恵

杉

山

千
栄
子

神

殿

講

話

池

田

満

御

供

受

付

木

村

宇

平

松

田

勝

三
曲
後
片
付

南

本

サ
ツ
ヱ

藤

井

綾

子

奥

村

は
る
恵

森

下

由
紀
子

村

井

み
ち
よ

霊
祭
当
番

辻

茂

𠮷𠮷

田

雅

彦

南

本

晃

成

辻

真
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本
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
一
年

少
年
会
活
動
の
上
に
、
ご
支
援
ご
協
力
く
だ
さ
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
変
わ
り
ま
せ
ず
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
令
和
5
年
度
　
少
年
会
費
（
四
八
〇
〇
円
） 

 

　
　
　
　
　
　「
さ
ん
さ
い
」
誌
代
納
入
の
お
願
い

 　

御
用
の
多
い
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
令
和
4
年
度
の
少
年

会
費
な
ら
び
に
「
さ
ん
さ
い
」
誌
購
読
料
を
未
納
の
教
会
は
、

お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
旭
日
団
鼓
笛
バ
ン
ド
隊
員
募
集
に
つ
い
て

　

少
年
会
旭
日
団
鼓
笛
バ
ン
ド
で
は
、
鼓
笛
隊
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
教
会
に
つ
な
が
る
少
年
会
員
に
お
声
が
け
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

【
活
動
予
定
】

　
12
月
16
日
～
17
日　

合
宿
練
習
（
17
日
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

　

本
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。
諸
先
生

方
に
は
何
か
と
青
年
会
の
上
に
、
お
力
添
え
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と

ご
鞭
撻
を
頂
け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
の
「
青
年
会
費
」
お
よ
び
「
あ
ら
き
と
う

り
よ
う
」
誌
代
を
未
納
の
分
会
は
、
お
納
め
頂
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

 

▼
大
教
会
神
殿
内
外
大
掃
除
に
つ
い
て

　

既
報
の
と
お
り
、
本
年
も
大
教
会
の
神
殿
内
外
の
大
掃
除

を
、
青
年
会
、
少
年
会
、
学
生
会
、
女
子
青
年
が
中
心
と
な
っ

て
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

日
時
：
12
月
10
日
（
日
）　

午
前
9
時
よ
り
午
後
4
時
頃
ま
で

場
所
：
大
教
会
神
殿
集
合

▼
管
内
高
校
生
初
席
に
つ
い
て

　

来
年
2
月
よ
り
、
管
内
高
校
2
年
生
は
別
席
を
運
ば
せ
て

頂
き
ま
す
が
、
冬
休
み
中
に
初
席
の
願
書
を
用
意
す
る
事
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

所
属
教
会
の
先
生
方
に
は
、
お
世
話
取
り
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
学
生
生
徒
修
養
会
に
つ
い
て

　

来
年
3
月
4
日
か
ら
8
日
ま
で
の
期
間
に
学
生
生
徒
修
養

会
（
大
学
の
部
）、
3
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
の
期
間
に
学
生

生
徒
修
養
会
（
高
校
卒
業
生
コ
ー
ス
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

募
集
要
項
及
びH

appist.net

を
同
封
致
し
ま
す
の
で
、
先

生
方
に
は
、
対
象
の
学
生
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
願
書
は
大
教
会
事
務
所
に
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー

－ 5－
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ネ
ッ
ト
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　

旭
日
学
生
会
で
は
、
来
年
2
月
26
日
か
ら
3
月
1
日
の
日

程
で
第
29
回
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

今
回
は
台
湾
へ
の
海
外
研
修
を
計
画
致
し
ま
し
た
の
で
、

同
封
の
募
集
要
項
を
ご
覧
頂
き
ま
し
て
、
参
加
希
望
の
学
生

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

関　

旬
哉
・
一
紗　
　

三
万
円
（
高
天
―
結
婚
）

　

右
記
の
方
よ
り
の
真
実
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誌
面
を
も
っ
て
、
ご
厚
志
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

－ 6－

5
日

10
日

15
日

24
日

25
日

26
日

28
日

31
日

教
祖
祭

神
殿
内
外
大
掃
除

霊
祭

行
事
調
整
会

部
長
会

直
轄
会

月
次
祭

役
員
会

年
礼

墓
参

正
役
員
会

法
律
相
談

お
餅
つ
き

す
す
払
い

大
教
会
11
月
の
動
き

大
教
会
12
月
の
予
定

災
害
対
策
室

　
　
　

お
墓
地
清
掃

教
祖
祭

婦
人
会
旭
日
支
部
総
会

霊
祭

部
長
会

直
轄
会

決
起
大
会
小
委
員
会

直
轄
婦
人

　
　
　

ひ
の
き
し
ん

直
属
婦
人

　
　
　
ひ
の
き
し
ん

月
次
祭

教
養
掛
研
修
会

青
年
会
総
会

　
　
　

後
夜
祭
出
店

役
員
会

法
律
相
談

婦
人
会
ひ
の
き
し
ん

6
日
、
11
日
、
20
日

28
日

4
日

5
日

15
日

21
日

23
日

24
日

25
日

26
日



毎
月

日

期
日
厳
守

毎
月

日

期
日
厳
守

毎
月

日

期
日
厳
守

24

22

22

●
添
書

●
添
書

●
添
書

●
住
民
票
ま
た
は

受
講
資
格
＝
教
人
か
教
人

免
許
証
等
の
写
し

登
録
手
続
き
者

毎
月

日

時

毎
月

日

時

毎
月

日

時

27

14

27

8

27

11

月
は
正
月

日

月

日
か
ら
は
無
し

月

日
か
ら
は
無
し

1

5

7

27

7

27

―
事
前
研
修
会
―

月

日
か
ら
は
無
し

月

日
か
ら
は
無
し

12

27

12

27

日
～
月
末

●
本
人
認
印
持
参

●
本
人
認
印
持
参

27

●
全
員
参
加
厳
守

月
は
正
月

日
～

日

1

5

8

初
席
は
必
ず
運
び
済
み

日
～
各
期

日
間
の

日
～

日
間

27

5

27

21

事
前
研
修
は
必
ず
参
加

日
間

翌
日
に
検
定
試
験

15

身
上
者
・
付
添
者
・
夫
婦
者
・
子
供
連
れ
・
自
宅
通
学
の
方
は
出
願
時
に
必
ず

申
し
出
下
さ
い
。
特
に
身
上
他
要
注
意
の
場
合
、
教
養
掛
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

出 願 心 得 旭日

修

養

科

教
人
資
格
講
習
会

教
会
長
資
格
検
定
講
習

集 合 日 時注 添 書 〆 切





三日講習会
受　講 教　人 修養科生

おさづけの理
　拝　　戴 初　　席

三日講習会
受　講 教　人 修養科生

おさづけの理
　拝　　戴 初　　席

名 名 名 名 名

こ
れ
ま
で

の
実
数

提
出
用

直
属
は
部
内
教
会
を
含
め
た
上
、

大
教
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

部
内
教
会
は
直
属
教
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
立
教
一
八
七
年

(

二
〇
二
四
年

)

心
定
め

天
理
教
　
　
 
　
　
　
分
教
会

名 名 名 名名

天
理
教
　
　
 
　
　
　
分
教
会

　
立
教
一
八
七
年

(

二
〇
二
四
年

)

心
定
め

名 名 名 名 名

き り と り

教
会
控





立教187年 学生生徒修養会 大学の部

おぢばにお引き寄せいただいた学生達が、教えを学び、信仰の喜びを味わい、普段から信仰に

基づいた生活ができるようになることを目指し、学生生徒修養会 大学の部を開催いたします。

募 集 要 項
▽期 間 ・・・ 令和６年3月4日（月）～3月8日（金）（４泊５日）

▽受講対象 ・・・ ①令和５年12月25日現在、大学・短期大学・大学院・専門学校

高等専門学校（4年生以上）に在学している者。

②全期間（4泊5日）を通して受講できる者。

▽募集人員 ・・・ 700名

※定員に達した場合、締め切らせていただきます。

▽内 容 ・・・ 講話、グループワークなど

※期間中に別席日は設けておりません。3月4日集合前に午前席を運ばれる場合は、

できるだけ早い時間に別席の受付をお願いします。

▽集 合 ・・・ 3月4日 午前9時45分～10時15分

詰所にて受付票を受け取り、受付票に記載されている宿舎に集合してください。

▽解 散 ・・・ 3月8日 午後３時頃（予定）

▽受講御供 ・・・ 10,000円 詰所（直属学生担当委員会）に納めてください。

そのほか交通費などは別途必要になります。

申 し 込 み
▽申込方法 ・・・ 以下の書類を調え、直属教会長の署名・捺印をいただいた後、

学生担当委員会事務局に申し込んでください。

・受講願書1通 （参加にあたっては、必ず保護者の同意を得てください）

・返信用封筒1枚（本人氏名、住所、郵便番号を記入し、84円切手を貼付ください）

▽申込期間 ・・・ 令和５年12月25日～令和６年2月15日

※受講にあたっての詳細及び必要事項は、書面にて2月10日以降、随時本人宛てに郵送いたします。

※期間中の映像や写真は、印刷物及びインターネットを通じた広報に使用することがありますので

ご了承ください。

※本人の意志を確認の上、お申し込みください。

※受講願書は学生担当委員会事務局、直属学生担当委員会、各教務支庁にあります。

Happistでも願書のダウンロード、必要事項の確認ができます。 https://happist.net

問い合わせ先
天理市守目堂町213-4 おやさとやかた真南棟3階 学生担当委員会事務局

《郵便》〒632-8790 天理郵便局私書箱1号

《電話》0743-63-2489（学生担当委員会事務局直通）/《FAX》0743-62-5780

主催・・・天理教教会本部 事務局・・・天理教学生担当委員会

https://happist.net


立教　　年　  月　  日

以下の通り、学生生徒修養会 大学の部に受講を申し出ましたので、
お許しくださるようお願い申し上げます。

（直属）天理教 教会長
大

分

印

ふりがな 所属教会名

氏　　名

直属教会名 ・(教会番号）

〒 － 都道

府県
男　・　女

歳

（　　　　　　）

　　　　　　 －

（　　　　　　）

　　　　　　 －

生年

月日
Ｈ　　　年　　　月　　　 日

年

本人の立場 生活上の留意点（病気・ケガ・アレルギーなど）

1．別席運び中

3．教人

保護者名 保護者の立場続柄

ふりがな
　父・母

　その他

（　　  　　）

1．教会長 　  　　　5．ようぼく・教人

2．布教所長  　　　6．信者

3．教会長後継者  7．未信者

4．布教所長後継者

※この個人情報は、天理教（教会本部、教区、一般教会）における育成活動以外には使用いたしません。

天理教学生担当委員会

受付番号 受付 月　　　　　日 扱　者Ｒ5．11．25

学生生徒修養会 大学の部　受講願

天理教表統領殿

学部

学科

住　

所

性　

別

年　

齢

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

学
校
名

学　

年

2．ようぼく

4．その他

印

（　　　）

※3月4日の集合・受付前に午前席を運びますか　　　（　　運ぶ　　　・　　　運ばない　　）

緊急連絡先



立教187年 学生生徒修養会 高校卒業生コース
高校卒業生が進学や就職などそれぞれの道へと進むこの時期に、教えを学び、同世代の繋がりを深め

ることは、その後の信仰生活の上で有意義なことです。

卒業後、どのような環境においても、おぢば、教会に繋がり、教えを拠り所とした生活を送ることが

できるよう、以下の要項で学生生徒修養会 高校卒業生コースを開催いたします。

募 集 要 項
▽期 間 ・・・ 令和６年3月10日（日）～3月12日（火）

▽受講対象 ・・・ ①令和５年度高等学校卒業予定者

※卒業後の進路は問いません。

※天理高等学校第一部、第二部の卒業予定者も受講可能です。

②全期間を通して受講できる者

▽募集人員 ・・・ 400名

※定員に達した場合、締め切らせていただきます。

▽内 容 ・・・ 講話、グループワーク、お楽しみ行事など

※期間中に別席日は設けておりません。3月10日集合前に午前席を運ばれる場合は、

できるだけ早い時間に別席の受付をお願いします。

▽集 合 ・・・ 3月10日 午前9時45分～10時15分

詰所にて受付票を受け取り、受付票に記載されている宿舎に集合してください。

▽解 散 ・・・ 3月12日 午後2時30分頃（予定）

▽受講御供 ・・・ 5,000円 詰所（直属学生担当委員会）に納めてください。

そのほか交通費などは別途必要になります。

申 し 込 み
▽申込方法 ・・・ 以下の書類を調え、直属教会長の署名・捺印をいただいた後、

学生担当委員会事務局に申し込んでください。

・受講願書1通

・返信用封筒1枚（保護者氏名、住所、郵便番号を記入し、84円切手を貼付ください）

▽申込期間 ・・・ 令和５年12月25日～令和６年1月31日

※受講にあたっての詳細及び必要事項は、書面にて1月15日以降、随時保護者宛てに郵送いたします。

※期間中の映像や写真は、印刷物及びインターネットを通じた広報に使用することがありますので

ご了承ください。

※本人の意志を確認の上、お申し込みください。

※受講願書は学生担当委員会事務局、直属学生担当委員会、各教務支庁にあります。

Happistでも願書のダウンロード、必要事項の確認ができます。 https://happist.net

問い合わせ先
天理市守目堂町213-4 おやさとやかた真南棟3階 学生担当委員会事務局

《郵便》〒632-8790 天理郵便局私書箱1号

《電話》0743-63-2489（学生担当委員会事務局通）/FAX 0743-62-5780

主催・・・天理教教会本部 事務局・・・天理教学生担当委員会



学
生

生
徒

修
養

会
 高

校
卒

業
生

コ
ー

ス
　

受
講

願

天
理

教
表

統
領

殿
立

教
　

　
年

　
  月

　
  日

以
下

の
通

り
、
学
生
生

徒
修

養
会

 
高

校
卒

業
生

コ
ー
ス
に

受
講
を
申

し
出
ま

し
た

の
で

、
お

許
し
く
だ
さ

る
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ
ま

す
。

（
直

属
）
天

理
教

教
会

長
大分

ふ
り

が
な

所
属

教
会

名

氏
　

　
名〒

－
都

道

府
県

男
　

・
　

女歳

（
　

　
　

　
　

　
）

　
　

　
　

　
　

 －

（
　

　
　

　
　

　
）

　
　

　
　

　
　

 －

生
年

月
日

Ｈ
　

　
　

年
　

　
　

月
　

　
　

 日

学
年

年

本
人

の
立

場
卒

業
後

の
予

定
生

活
上

の
留

意
点

（
病

気
・
ケ

ガ
・
ア

レ
ル

ギ
ー

な
ど

）

1
．

よ
う

ぼ
く
    3

．
そ

の
他

2
．

別
席

運
び

中

1
．

進
学

　
  3

．
道

専
務

2
．

就
職

　
　

4
．

そ
の

他

保
護

者
名

保
護

者
の

立
場

続
柄

ふ
り

が
な

　
父

・
母

　
そ

の
他

（
　

　
  　

　
）

1
．

教
会

長
（
後

継
者

）
 　

  4
．

信
者

2
．

布
教

所
長

（
後

継
者

）
  5

．
そ

の
他

3
．

よ
う

ぼ
く
・
教

人

※
こ

の
個

人
情

報
は

、
天

理
教

（
教

会
本

部
、

教
区

、
一

般
教

会
）
に

お
け

る
育

成
活

動
以

外
に

は
使

用
い

た
し

ま
せ

ん
。

天
理

教
学

生
担

当
委

員
会

受
付

番
号

受
付

月
　

　
　

　
　

日
扱

　
者

Ｒ
5
．

1
0
．

2
5

受
講

生
氏

名

保
護

者
氏

名

令
和

　
　

年
　

　
月

　
　

日

 印
　

  続
柄

（
 　

　
　

）

※
緊

急
時

の
連

絡
に

利
用

し
ま

す
の

で
、

す
ぐ

に
連

絡
の

取
れ

る
番

号
を

お
書

き
くだ

さ
い

。

※
こ

の
同

意
書

は
、

行
事

終
了

後
は

個
人

情
報

に
十

分
配

慮
し

て
廃

棄
い

た
し

ま
す

。

緊
急

連
絡

先
（
　

　
　

－
　

　
　

－
　

　
　

 ）

携
帯

電
話

　
（
　

　
　

－
　

　
　

－
　

　
　

 ）

同
意
書

　
期

間
中

、
受

講
生

の
安
全
に
は
十

分
に
配
慮
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

疾

患
な
ど
に
よ

り
受
診
治
療
が
必
要
と
思
わ
れ
る
際
に
は
、

速
や
か
に
対
応
し

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
万
一
、
受

診
す
る
際
に
は
、
保
護
者
の
方
へ
の
連
絡
や

状
態
の
報
告
は
常

に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
情
報

保
護
法
の
施
行
に

よ
り
、
診
療

内
容
や
症
状
の
説
明
等
、
個
人
情
報
に
関
す

る
部
分
は
保
護
者

の
同
意
が
な

い
限
り
、
他
者
が
直
接
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
病
院

受
診
、
及
び

そ
の
後
の
処
置
・
対
応
を
よ
り
迅
速
に
さ
せ

て
い
た
だ
く
上
か

ら
も
、
主
任

（
ま
た
は
そ
の
指
名
す
る
者
）
が
症
状
の
説

明
を
受
け
る
こ
と

に
同
意
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

。

　
以
上
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
上
、
保
護
者
の
方
の
署
名
・

捺
印
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

※
こ
の
同
意
書

は
修
養
会
期
間
中
に
傷
病
等
で
受
診
を
し
、

担
当
医

よ
り

　
病
状
の
説

明
を
受
け
る
時
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

上
記

の
点

に
つ

い
て

理
解

し
た

上
、

「
学

生
生

徒
修

養
会

 高
校

卒
業

生
コ

ー
ス

」
に

下
記

受
講

生
が

参
加

す
る

こ
と

に
同

意
い

た
し

ま
す

。

印

住　所

性 別年 齢

ＴＥＬ

ＦＡＸ

学校名

直
属

教
会

名
・
（
教

会
番

号
）

（
　

　
　

 ）







ウィンタースクール
in

海外研修募集要項

キ リ ト リ

行き先　　台湾（台北方面）
期　間　　2024 年２月 27 日（火）～３月１日（金）
内　容　　生活体験、布教実習、観光 etc
宿　泊　　旭日台湾出張所 ( 新北市深抗区深抗街 37 號 2F)
対　象　　高校３年生（卒業生）、大学生（院生）、専門学校生
集　合　　２月２６日（月）１６時大教会
解　散　　３月　１日（金）２０時頃大教会
参加費　　２万円
定　員　　１０名（先着順） ※パスポート取得前にご相談ください。
締切り　　１月２４日までに大教会事務所へお申込みください。
                   （申込書にパスポートのコピーを添えて、
                                                     参加費と共に納入してください。）
問合せ　　学生担当委員会委員長　南本晃成 (080-3867-3075)

台湾

名前

住所

電話番号

学校名 年齢

所属教会　教会長

保護者名 ㊞

㊞

緊急連絡先

ウインタースクール（海外研修）　申込書

旭日学生会


